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       教育部長        加治佐 一 晃 

教育部参事兼教育総務課長 

藤 原 直 樹 

       教育部参事兼部活動地域移行推進室長補佐 

       西 浪 聰 郎 

    学校教育課長      在 間 恭 子 

こども夢づくり課長補佐 

   岡 崎 利 恵 

教育総務課主幹    高 谷 直 樹 

 

６ 会議録署名委員 

       久 山 延 司     大 山 敬 子 

 

７ 付議事件 

   議案第１号   総社市放課後児童クラブ指定管理者の指定について  原案可決 

 

８ 議事の大要  別紙のとおり 
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【開会 午後３時３０分】 

◆久山教育長 ただいまから教育委員会を開会いたします。この教育委員会には，議案１件

が付議されております。 

 では，まず，議事録の署名委員についてであります。会議録署名委員は，会議規則第１６

条の規定により，私のほか，出席委員中，大山委員にお願いします。 

 それでは，議案第１号「総社市放課後児童クラブ指定管理者の指定について」事務局から

説明願います。 

◆在間学校教育課長 それでは，議案第１号「総社市放課後児童クラブ指定管理者の指定に

ついて」ご説明いたします。池田小学校に放課後児童クラブを設置することに伴い，指定管

理者の指定をしようとするものでございます。選定理由について，裏面の（３）をご覧くだ

さい。総社市放課後児童クラブ施設の指定管理者につきましては，総社市放課後児童クラブ

施設条例第４条により，「地域住民で組織された法人その他の団体であって，市長が指定す

るものに行わせること」となっておりますことから，総社市公の施設の指定管理者の指定の

手続等に関する条例第２条ただし書きの規定を適用し，指名方式により指定しようとする

ものでございます。この施設につきましては，同条例第３条第１項の規定に基づき，指定し

ようとする団体である「池田児童クラブにじいろみらい運営委員会」宛てに指定管理者指定

申請書の提出を求め，提出された申請書を審査した結果，同条例第４条に規定する要件を満

たしておりましたので，指定することが適当であると判断し，令和６年４月１日から令和８

年３月３１日までを指定の期間と定めようとするものでございます。以上でございます。 

◆久山教育長 ただいまの「放課後児童クラブの指定管理者の指定について」の説明につい

て，何かご意見，ご質問がございましたらお願いします。よろしいですか。それではないよ

うですので，議案第１号については可決ということでよろしいですね。ありがとうございま

した。 

 それでは，次に教育長報告として，何点か報告させていただきます。１つ目は，昭和五つ

星学園決定事項一覧でございます。これにつきましては随時，この会でこれまでお諮りした

ものをまとめたものです。１つ，校歌について大山先生から４パターン用意していただいた

中で教育委員会でも，学校現場でもかなり分かれまして，折衷案的な A 案と B 案を合わせ

新たに作ってもらった案に決定しようかと思っております。それを聴いてもらいたいと思

います。 

♪～視聴～♪ 

このような感じになります。これで決定しようと思います。それから，一番下のところです

が，施設改修，今まさに去年の１２月くらいから大改修に入っています。主に校舎の外壁で

すとか，屋根の塗装だとか，見た目の部分が多いですが，そういうことをしております。そ

れから，昭和小学校内の一番幼稚園に近いところに幼稚園交流ルームを作っています。昭和

中学校にプレゼンルームということで，地域の人にプレゼンしたりする部屋を設置するよ

うにしております。それから，照明機器の LED 化も進めています。また，小中学校の職員室
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をリアルタイムモニターでつなぎ，常に相手方の職員室の状況がわかる機器の設置も進め

ているところでございます。次に右側が教育課程にかかわることです。教育内容は，英語特

区の継続，これは新しくなることではないのですが，時数をその表のように増やしていくと

いうこと。それから，オーストラリアの姉妹校との交流，ホームステイが今年度はメルトン

ハイスクール。来年度も継続出来たらと思っております。新たなものとして，２番目の【昭

和の自然と地域の特色を生かした環境教育の推進】上から〇４つまでが，授業の中で地域連

携，自然と地域ということをテーマに，しっかり地域の方の力も借りながら環境教育を進め

ていくということです。最後のひとつが，放課後，休日の自然体験教室，これは学校教育を

離れるのですが，これも地域の方のお力をお借りし名誉校長の野口健さんから提案もあり

森づくりなどの環境保全，農作物の栽培体験ということで，授業の中だけでは栽培で野菜を

植えたり，収穫をしたりということは多くの学校でしているのですが，肥料を施したり，草

取りをしたり，水やりをしたり途中の経過が大事だと地域の方の声もありまして，そういう

ことがクラブ活動的にはなると思いますが，計画していきたいと思っております。それから，

【１２年間を見通した教育の推進】で，キャンパスが現在の小中学校の２つに分かれるわけ

ですが，出来るだけ合同の教育活動を増やしていきたいと思っております。職員会議も合同

で行う。どうしても別々の学校になってしまいがちなので，幼稚園も含め一体感が出来るよ

うにしていきたいと考えているところです。これまでご審議いただいたこと，決定していた

だいたことも含めて一覧にし，今日改めて説明させていただきました。 

それから，今きらりで通級指導教室を長年やっているわけですが，小学校が中心で，幼稚

園でも通級指導を受けている子供もいるということなのですが，中学校へ繋がっていかな

いということで，中学校の通級指導教室のニーズも高まっています。そういうことで，令和

７年度から通級指導教室に中学校の部も入れたいと思っています。これは，１年間は準備が

必要だと思っています。と申しますのは，中学校の教員で専門的な研修を受けている者がい

ませんので，１名指名して国へ研修に行かせたいと思っております。２か月間の研修があり

ますので，特別支援学校，特別支援学級の経験者を今考えているところです。令和７年度か

らの配置は総社西中学校か総社東中学校になると思いますが，勤務は総社小学校のきらり

で専門的にその一人の者が行う。きらりを拠点として，小学校の場合は子供を保護者がそこ

へ連れて行っているのですが，中学校は教員がそれぞれの学校へ出向いてその学校で指導

するというような方法を現在考えているところです。 

次に，総優賞です。前回もちょっと話題になったのですが，２月 2日に総優賞の表彰式が

ございます。来年度は義務教育学校をどうするかということが課題になったのですが，検討

しまして，義務教育学校は１つの学校ですが，1人ではいけないと思っており，他の学校は

小 6と中 3ですので同じように，6年生と 9年生で 1人ずつにしたいと思います。6年生は

中学校のキャンパスになるのですが，5年生までの状況を踏まえたうえで，6年生で表彰す

るという形にしたいと思っております。 

それから，大谷グローブが届きました。今日持ってきていないのですが，３つずつです。
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中高学年用くらいの大きさが 1 つ，右利き用，低中学年用くらいの大きさが１つ，右利き

用，高学年でも使えるくらいの大きさの左利き用が 1 つの 3 つが届いています。教育委員

会に届いていますから，取りに来ていただいて，それぞれの学校では何らかの形で全校児

童・生徒に紹介をしてもらうようにしています。明日，代表として，体育特区ということも

あって池田小学校で贈呈式をしたいと思っています。1 時 10 分から，簡単な式になるので

すが，市長が渡して子供が大谷翔平選手に対するお礼の言葉を述べて，市長とキャッチボー

ルをするというような流れで行います。 

次に教育委員会の大きな教育課題となっている人口減少地域の教育をどうしていくかと

いうこと。保育所の待機児童の対策と幼稚園の魅力化，放課後児童クラブのニーズが急激に

高まっているので今後どうするか，部活動地域移行の状況と来年度の方向性について挙げ

ております。加治佐部長お願いします。 

◆加治佐教育部長 それでは 1 ページ目からご説明させていただければと思います。これ

までの教育委員会で色々ご報告させていただいておりましたけれども，まず，今年 4月から

各地域別で色々と対応策を打っておりますので，その状況をまとめさせていただいたもの

となります。昭和地区は先ほどご説明にもありました義務教育学校について，現在の入学・

入園予定者数を書かせていただいているところでございます。今年度が 196 人で，区域外が

71 人でしたので，現時点でおよそ今年度並みとなっております。今後増えていくという予

想がございますので，昨年よりも多くなるかなと思います。次に西部地域ですけれども小規

模特認校制度とコミュニティ・スクールの導入ということで，学校の魅力化を図っていくこ

とを考えております。先行しております神在幼稚園と神在小学校についてでございますけ

れども，小規模特認校制度で神在小に 1名入学を希望している生徒が既におります。また，

神在幼稚園については 2 名の入園希望がありまして，令和 6 年度から神在幼稚園が再開に

なる見込みでございます。他の西部地域の各園，秦小学校，西小小学校につきましてもこの

ような形で進めていきたいと考えております。次に，池田ですけれども放課後児童クラブを

令和６年 4 月から設置することで動いているところでございます。先ほど審議いただきま

したけれども，指定管理者の選定を進めているところでございます。また，コミュニティ・

スクールについても令和 6 年 4 月から導入させていただく予定です。池田幼稚園について

は，今 5歳児だけで，4歳児・3歳児がいない状況で，今の 5歳児が卒業すると来年度は休

園となる可能性もあったところでございますけれども，新たに 3 歳児 3 名が入園する予定

でございます。中心市街地については，放課後児童クラブ，認可外保育施設を書かせていた

だきましたけれども，就学前も就学後も保育関係の待機児童が非常に多くなっているとこ

ろでございまして，施設の拡充を後進めていく予定にしております。 

次に 2 ページ，就学前教育の関係でございます。令和 5 年度当初で入所施設限定の待機

児童が 116 名いたところでございます。この解消ということを進めていかなければならな

いところでございまして，3歳以上については幼稚園で受け入れる。3歳未満については幼

稚園では受け入れられませんので，認定こども園であるとか，私立の保育施設を増やしてい



5 

 

くことを進めてまいります。幼稚園については今まで，ロングタイム幼稚園や，給食の開始

といったところで通わせやすい幼稚園を進めてきたところでございますけれども，やはり

通ってもらってからの教育の質も大事ということで今後，教育の質の向上に取り組んでま

いります。主に 3点考えておりまして，「デジタル幼稚園」，「食育」，「幼小連携とコミュニ

ティ・スクール」の 3点でございます。デジタル幼稚園については山手幼稚園で，食育につ

いては久代幼稚園と総社幼稚園で実際に色々な取り組みを試していただいているところで

ございまして，幼小連携については五つ星学園，池田幼稚園・小学校の方で一体としてコミ

ュニティ・スクールを立ち上げる話もあるところですので，1つの教育目標に合わせて向か

っていく総社市の強みを生かした幼稚園教育，小学校教育を進めていきたいと考えており

ます。 

3 ページ目ですけれども，放課後児童クラブの量と質の確保で，計画を書かせていただき

ましたけれども，今年度，総社小学校と清音小学校を増やしたところでございますけれども，

来年度もさらに，池田小学校の新設に加えて，総社東小学校で新たに 25人分程度を空き教

室を確保して急遽，定員を作っているところでございます。想像以上に放課後児童クラブの

利用希望者が多かったところがございまして，現状の施設では対応出来ないことから空き

教室を１個活用させていただくという対応を急遽取らせていただこうと考えております。

また，令和７年度については，常盤小学校，総社東小学校，中央小学校など欠席ローテーシ

ョンであるとか，待機児童が発生しているところで今後も児童生徒数の増加が見込まれる

ところについて，施設を増加するような形の対応を進めていきたいと考えております。令和

８年度以降については，人口動態を見ていますと，山手小学校，阿曽小学校，新本小学校な

どが，現状の定員だと不足する可能性が高いところでございまして，施設の増員ですとか支

援員の確保といった定員の増加策が今後さらに必要になってくるところでございます。 

４ページ目に部活動の地域移行を書かせていただいております。総社市では，部活動地域

移行推進室を今年度から立ち上げまして，計画的に，具体的には３段階に分けて物事を進め

させていただいております。まず，活動人数の確保，指導者の確保，そして最終的に地域ク

ラブ化を進めるという形です。活動人数の確保といたしまして，今年度から総社中学校・昭

和中学校の合同部活動を実施しているところでございまして，引き続き来年度以降も実施

していく予定でございます。現在，指導者の確保と実際の地域クラブ化を進めるという段階

に進んでございまして，指導者の確保については，学生アシスタントを含めて１８名の方に

現在従事していただいているところでございます。まだまだ足りないところではございま

すので，市の職員であるとか，幼稚園教諭も兼業制度を整えまして，募集を広げていくこと，

また，せっかく外部指導者を入れるのですから，大学と連携した科学的指導を充実させてい

くというところで，年度内に岡山県立大学と協力して，西中，東中のサッカー部でスポーツ

サイエンスを用いた練習のようなものをしたいと考えております。県立大は以前，スポーツ

サイエンス学科があり，今でも研究室があるので，そういったところと協力していく予定で

す。最終的には地域クラブ化ということを進めていく予定ですけれども，現在昨年の１０月
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から，総社中，昭和中のバスケットボールクラブを「SOWA バスケットボールクラブ」とし

て，土日を地域移行したところでございます。市内初の地域クラブとして現在運営しており

ますので，様々な課題等出てきているところでございますけれども，検証して今後の市内の

地域クラブ化を進めていきたいと考えております。１つ，西中のハンドボール部を考えてお

りまして，令和８年度の全国中学校体育大会が岡山県内で開催される可能性がありまして，

そこを総社市に誘致して，地元開催の全国大会で日本一を一つの目標に掲げて，地域移行す

ることを目指してはどうかと考えているところでございます。次ページ以降は参考資料で

ございます。以上でございます。 

◆久山教育長 ご意見，ご質問ございましたらお願いします。 

◆大山委員 部活動の地域移行の，４ページのところなのですけれど，一番下の説明があっ

た全中のハンドボールのことですが，これは西中学校という単体のハンドボール部をイメ

ージして出場するのでしょうか。例えば地域のやりたい子が来るところと合体してという

ことではなくて単体でしょうか。 

◆西浪部活動地域移行推進室長補佐 今いろんなことを考えておりますが，単独で人数は

そろってはいます。ただ，地域移行を考えると市内全域から部活動に参加できる形をとって，

地域クラブ化して参加するというのも１つ考えているところではあります。制度を来年度

から導入できるように今，準備をしているところであります。 

◆久山教育長 ４校の中で，ハンドボール部があるのが１校だけですから，そこは他からで

も行ける仕組みにしようと考えているところです。 

◆児島委員 環太平洋大学には，ハンドボール部があり強いよね。 

◆久山教育長 指導者も，地域指導者で，何人か候補者がおられるのですよね。 

◆西浪部活動地域移行推進室長補佐 そうです。今地域のチームと話をして，参加できる人

を募集というか聞いて回っているところです。 

◆大山委員 総社西中学校のハンドボール部が単体で成立している，例えば，他の文化部で

も音楽の関係でも単体でも成立している時に，部活動の地域移行をすることに，不利益がか

かるような考え方をされる部分もあると聞くのですよね。総社市全体として，部活動の地域

移行を考えた時に，今の単体でのクオリティーがずっと続くことは，将来的にないような感

じになっていっていることを再認識して，総社の子供たちが均等に活動出来るようにして

欲しいと思います。 

◆久山教育長 ハンドボールについては１つしかないということもあって，他校からでも

行けるような仕組みにしようとしていますが，考えられるとしたら，合唱部は２つあります

が，人数的にそんなに多くはない。そこが次かなと思っているのですけれど，どんどん進め

るのがいいかどうかということも考えています。例えば，吹奏楽を同じようにするとしたら，

吹奏楽はものすごく人数が多いですよね。１つの地域クラブとして出場すると，出られない

子がたくさん出る。野球なんかでも，サッカーでも，そういうことになると言われます。あ

まり一気には広げられないかなと思っていて，当初が基本的には，西クラブ，東クラブ，合
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同クラブと考えていたのがそのあたりのことになります。多くの子供が大会等に参加出来

る，出場出来るようにしていかないといけないかなと思っています。 

◆大山委員 私も自分の中で地域移行ということが絶対的に行われていく時に，例えば，合

唱が総社東中学校がだんだん人数が減少していっている，総社西中学校はある程度いる。現

場の教員からしたら，NHK コンクールは出られる，全日本は無理だけどと。地域移行として

総社のコーラスクラブとして出るということも可能ではありますよね。中学校の現場が衰

退していっているものを地域に出して，再生させるという考え方と，中学校以前の，どちら

にしても子供が少なくなるわけですから，取り合いになってしまうかもしれないのですけ

れども，小学校の段階で部活動も何もしない子供たちではなくて，これが好きそうとか，こ

れがやってみたいなというようなものに出会わせるものを地域の中で作っておいて，そこ

が中学校に行った時に選んでいく，少し逆の方向性と循環させながらやると，うまくいくか

なという気持ちがこのごろしています。 

◆久山教育長 それぞれ競技というか種目ごとに，文化部も運動部も環境が違います。現在，

推進室で，それぞれの種目ごとに学校関係者とか，地域の指導者とかの関係者と話をしてい

ます。その中で今後の，あるべき姿，それぞれ種目ごとに現状が全然違う中で今後どうして

いくかということを話し合うということが，第一かなと考え昨年の暮れくらいから始まっ

ており，しっかり声を聞いていきたいと思っています。 

次に，報告事項で，令和５年度卒業式，令和６年度入学式の日程について，事務局から説

明願います。 

◆在間学校教育課長 一覧表をご覧ください。左の方から小学校の卒業式，３月１９日の火

曜日です。表の左下あたりに，中学校が３月１２日の火曜日です。右側，幼稚園の卒業式が

３月１８日の月曜日に実施いたします。また，入学式については，小学校が４月１１日の木

曜日，中学校が１０日の水曜日，一番下に新たに，義務教育学校と書かせていただいており

ますが，小学校と同じ４月１１日木曜日，義務教育学校の入学式です。幼稚園の入園式につ

いては，４月１２日金曜日に実施をいたします。教育委員の皆様にも出席のほうお願いした

いと思っておりますので，この日は都合が悪いというようなことがわかりましたら，委員会

の終了後に教えていただければと思いますので，よろしくお願いいたします。それにあわせ

てまた，日程調整もさせていただきます。以上です。 

◆久山教育長 教育委員会として，事務局の方に参加してもらおうと思うのですが，式典と

しては義務教育学校の卒学舎式はどうなっていますか。 

◆在間学校教育課長 卒学舎式，維新小，昭和小学校，そこに日にちを書いております。入

学舎式についても日にちを書かせていただいております。維新小は，卒学舎式と卒業式が同

じ３月１９日ですので，卒業式の中で卒学舎式も一体で，５年生の子も今度は６－９キャン

パスへ行くということで一体として行いますので，もしかするといつもの卒業式より，維新

小は少し時間が長くなるかもしれません。以上です。 

◆久山教育長 この件について，何かご意見，ご質問ございませんか。現時点でわかってい
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るものについてはこの会の後，御都合をお知らせいただければと思います。その後分かった

ことに関しては，ご連絡いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

それでは続きまして，（仮称）やまて認定こども園の移転・新築工事の進捗状況について，

事務局から説明願います。 

◆岡崎こども夢づくり課長補佐 報告事項（２）をご覧ください。こども夢づくり課から

（仮称）やまて認定こども園建設工事の進捗状況についてご報告いたします。（仮称）やま

て認定こども園の建設工事につきまして，今週中に工事が完了し，１月２７日に新園舎の引

き渡しが行われる予定です。今後のスケジュールでございますが，翌週の１月２９日から２

月４日に，新園舎の備品の移動などの環境整備を行い，２月５日から新園舎の山手保育園と

しての保育が始まる予定です。２月２３日には，新園舎完成記念式典が予定されております。

旧園舎は３月末までに，解体を修了する予定となっております。２番の進捗状況の写真をご

覧ください。写真１枚目は上空から撮影したものです。２枚目は北側園舎の様子を撮影した

ものです。裏面の 3枚目につきましては西側園舎の様子を撮影したものでございます。以上

です。 

◆久山教育長 山手保育園から認定こども園になるということで，幼稚部 15人，保育部が，

今までは保育園で 90 人だったところを 105 人とし，保育園の部としては 15 人増加，幼稚

園も含めて 30人定員を増やしていただいています。 

それでは，能登半島の地震について，七尾市の支援を行っております。その状況について

事務局から報告をお願いします。 

◆髙谷教育総務課主幹  

（能登半島地震の災害支援の体験について説明） 

◆久山教育長 ありがとうございました。ご苦労様でした。実際に髙谷主幹が行ってくださ

って思うことなのですけど，何かお聞きになられたいことがありましたらお願いします。 

◆大山委員 何らかのイベントをした時に，募金をした場合，総社市役所は受け入れる窓口

がありますか。 

◆高谷教育総務課主幹 総合政策部政策調整課のほうが担当しております。 

◆久山教育長 そういうことがありましたら是非お願いします。ほかにございませんか。 

◆三宅委員 ちょっと違うのですが，総社市は洪水は経験したのですが，地震は経験してい

ないので，今後，何年先になるか分からないけれど，大きな地震が来る可能性が無きにしも

非ずというところで，どの程度，対策をたてられているのか，水道とか電気とか，復旧する

のにかなり時間がかかるということで，洪水とはまた違った大変さがあるのかなと思いま

した。 

◆久山教育長 地震に関して，避難訓練は学校でも，地震ということの避難訓練をしており，

小学校区で防災訓練もしています。 

◆加治佐教育部長 新庁舎が，地盤をしっかり作っているので，災害拠点として地震とか洪

水とか来ても，新庁舎は機能するということになってはいます。地震で一番怖いのは，市役
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所は古くて耐震基準を満たしていないので，今起きたら怖いところはあります。この辺りは

昔，田んぼを埋め立てているので，地盤としては弱いほうなので，被害は建物倒壊とかは結

構起きてしまうと思われます。 

◆久山教育長 この件について，その他にはよろしいですか。それでは三宅先生から説明を

お願いします。 

◆三宅委員  

（インフルエンザ委の感染状況について説明） 

◆久山教育長 それでは，次回の教育委員会の日程についてですが，２月１９日（月）午後

２時から，総合福祉センター２階 教養研修室で開催いたします。 

 次に，３月第１回目の教育委員会の日程を調整したいと思いますので，事務局から提案願

います。 

 

 ＊＊＊３月の教育委員会について日程調整＊＊＊ 

 

◆久山教育長 それでは，３月の教育委員会は，３月１１日（月）午後２時から西庁舎３階 

３０１（西）で開催いたします。 

 これで審議がすべて終了いたしましたので，本日の教育委員会を閉会いたします。ありが

とうございました。 

 

 

【閉会 午後４時４５分】 


